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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第96期

第３四半期連結
累計期間

第97期
第３四半期連結
累計期間

第96期
第３四半期連結
会計期間

第97期
第３四半期連結
会計期間

第96期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（千円） 21,795,20623,055,7257,601,7347,500,30329,384,835

経常利益（千円） 1,084,604840,176 469,002 199,5681,366,236

四半期（当期）純利益（千円） 653,597 457,363 263,509 142,823 753,079

純資産額（千円） － － 11,871,21612,048,45512,056,526

総資産額（千円） － － 32,894,47133,600,96232,600,888

１株当たり純資産額（円） － － 572.16 580.23 584.39

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
37.12 25.98 14.97 8.11 42.77

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

自己資本比率（％） － － 30.6 30.4 31.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
2,075,398△390,174 － － 3,073,449

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△398,147△1,308,622 － － △1,439,397

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,471,632893,685 － － △1,023,213

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 3,087,3092,614,2303,522,627

従業員数（人） － － 1,121 1,121 1,119

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等（消費税及び地方消費税をいう。以下同じ。）は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。　

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,121(82) 

（注）従業員数は就業人員（連結会社から連結会社外への出向者を除き、連結会社外から連結会社への出向者を含

む。）であり、臨時雇用者数（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等）は当第３四半期連結会計期間の平均

人員を（　）外数で記載しております。

(2）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 533 (65) 

（注）従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除き、社外から当社への出向者を含む。）であり、臨時雇用者数

（パートタイマー、人材会社からの派遣社員等）は当第３四半期会計期間の平均人員を（　）外数で記載してお

ります。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

化学品（千円） 4,883,310 －

化粧品（千円） 955,219 －

　報告セグメント計（千円） 5,838,529 －

その他（千円） 33,207 －

合計（千円） 5,871,737 －

　（注）１．金額は販売価格によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）製商品仕入実績

　当第３四半期連結会計期間の製商品仕入実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

化学品（千円） 1,000,347 －

化粧品（千円） 36,200 －

　報告セグメント計（千円） 1,036,547 －

その他（千円） 11,704 －

合計（千円） 1,048,252 －

　（注）１．金額はセグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当連結会社は、販売計画、生産状況を基礎として生産計画を立案し、これによって生産をしているので受注生産は

行っておりません。
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(4）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

前年同四半期比（％）

化学品（千円） 5,953,088 －

化粧品（千円） 1,469,675 －

　報告セグメント計（千円） 7,422,764 －

その他（千円） 77,538 －

合計（千円） 7,500,303 －

　（注）１．セグメント間の取引については相殺消去しております。

　２．前第３四半期連結会計期間及び当第３四半期連結会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総

販売実績に対する割合は次のとおりであります。

相手先

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

長瀬産業(株) 838,800 11.0 820,048 10.9

３．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２【事業等のリスク】

　当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

  

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）におけるわが国経済は、一部持ち直

しの兆しが見え出したものの、長引く円高やデフレの進行、欧米の財政不安などにより、景気先行きが不透明なま

ま推移しました。

　こうした経営環境のもと、当社グループは、化学品事業、化粧品事業ともに積極的な営業活動を推進しましたが、

売上高は75億円（前年同期比1.3％減）、営業利益は２億４千万円（同52.7％減）、経常利益は１億９千９百万円

（同57.4％減）、四半期純利益は１億４千２百万円（同45.8％減）となりました。

　

　セグメントの業績は次のとおりであります。

①　化学品事業

売上高は59億５千３百万円、セグメント利益は２億３千７百万円となりました。

　エコカー補助金の終了で自動車生産台数が減少したことにより関連産業分野での影響があったものの、中国をは

じめとする新興国での経済成長に牽引されて事業拡大を図りました。

②　化粧品事業

売上高は14億６千９百万円、セグメント利益は３億３千４百万円となりました。

　国内連結子会社において好調であった新型インフルエンザ対応医薬部外品の販売が減少したものの、美容業界が

依然として厳しい状況の中、新システムトリートメント剤やスタイリング剤等の拡販や新ブランド「イーラル」

の積極的な事業展開を進め、美容業界向け製品は好調に推移しました。

③　その他

　売上高は７千７百万円、２百万円のセグメント損失となりました。

(2)キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、財務活動によるキャッ

シュ・フローが５億２千５百万円の収入となったものの、営業活動によるキャッシュ・フローが４億７千３百万円

の支出となったことや有形固定資産の取得に伴う支出６億８千１百万円等により、第２四半期連結会計期間末に比

べ、４億８千６百万円減少し、当第３四半期連結会計期間末には26億１千４百万円となりました。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果支出した資金は４億７千３百万円（前年同期は４億１千８百万円の収入）となりました。これ

は主に、税金等調整前四半期純利益２億１千２百万円、減価償却費３億２千万円を計上したものの、売上債権の増

加に伴う減少４億６千４百万円、たな卸資産の増加に伴う減少７千８百万円等があったことによるものです。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果支出した資金は４億７千７百万円（前年同期は５千４百万円の収入）となりました。これは主

に、有形固定資産の取得によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果調達した資金は５億２千５百万円（前年同期は３千５百万円の調達）となりました。これは主

に、借入金の増加と配当金の支払によるものです。

　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

　

(4)研究開発活動

当第３四半期連結会計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、４億４千７百万円であります。な

お、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の新設につい

て完了したものは、次のとおりであります。

　

　日華化学株式会社において、前四半期連結会計期間末に計画しておりました鹿島工場の新設については、第一期工

事を平成22年11月に完了し、操業を開始しております。

　これにより、界面活性剤の生産能力は年間25,000トン増加しました。

　なお、日華化学株式会社鹿島工場第二期工事につきましては、投資金額、着手及び完了年月日等を検討中でありま

す。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 44,932,000

計 44,932,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 17,710,000 17,710,000
名古屋証券取引所市場第

二部

単元株式数

1,000株

計 17,710,000 17,710,000 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成22年10月１日～

平成22年12月31日
－ 17,710,000 － 2,898,545 － 3,039,735

（６）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。　
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（７）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】　

 平成22年12月31日現在　

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    　107,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 　17,472,000 17,472 －

単元未満株式 普通株式    　131,000 － －

発行済株式総数 17,710,000 － －

総株主の議決権 － 17,472 －

　

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

日華化学株式会社　 福井市文京４丁目23番１号 107,000－ 107,000 0.60

計 － 107,000－ 107,000 0.60
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

平成22年
５月

平成22年
６月

平成22年
７月

平成22年
８月

平成22年
９月

平成22年
10月

平成22年
11月

平成22年
12月

最高（円） 396 396 411 438 440 459 455 450 457

最低（円） 375 372 381 397 424 422 410 420 432

　（注）　最高・最低株価は、名古屋証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

 

役職の異動

新職名 旧職名 氏名 異動年月日

社長執行役員 社長執行役員、化学品部門長 江守　康昌 平成23年１月１日

執行役員、化学品部門部門長 執行役員、化学品部門副部門長 草壁　光二 平成23年１月１日

EDINET提出書類

日華化学株式会社(E00887)

四半期報告書

10/29



第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結会

計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成

22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期

連結財務諸表についてはあずさ監査法人による四半期レビューを受け、また、当第３四半期連結会計期間（平成22年10

月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）

に係る四半期連結財務諸表については有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、あずさ監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成22年７月１日をもって有限責任 あずさ監査法人となっ

ております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,787,727 3,826,930

受取手形及び売掛金 7,879,152 7,186,877

有価証券 100,000 －

商品及び製品 2,307,793 2,129,675

仕掛品 309,506 378,667

原材料及び貯蔵品 2,301,059 1,958,756

その他 1,057,517 760,734

貸倒引当金 △80,417 △82,740

流動資産合計 16,662,340 16,158,900

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,474,474 4,555,233

機械装置及び運搬具（純額） 2,393,416 1,205,006

土地 6,127,632 6,239,272

その他（純額） 459,782 1,974,391

有形固定資産合計 ※1
 14,455,305

※1
 13,973,904

無形固定資産

のれん 4,443 －

その他 432,145 419,407

無形固定資産合計 436,588 419,407

投資その他の資産 ※2
 2,046,727

※2
 2,048,676

固定資産合計 16,938,622 16,441,988

資産合計 33,600,962 32,600,888
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,917,283 3,515,886

短期借入金 8,326,314 5,581,245

未払法人税等 119,063 273,684

賞与引当金 232,000 458,000

その他 1,965,316 2,102,650

流動負債合計 14,559,977 11,931,467

固定負債

長期借入金 3,908,298 5,495,063

退職給付引当金 2,276,174 2,321,819

役員退職慰労引当金 － 169,940

負ののれん － 20,313

その他 808,057 605,758

固定負債合計 6,992,530 8,612,894

負債合計 21,552,507 20,544,362

純資産の部

株主資本

資本金 2,898,545 2,898,545

資本剰余金 3,040,168 3,040,167

利益剰余金 6,373,952 6,180,665

自己株式 △44,699 △42,872

株主資本合計 12,267,966 12,076,506

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 63,136 67,416

為替換算調整勘定 △2,117,987 △1,854,891

評価・換算差額等合計 △2,054,851 △1,787,475

少数株主持分 1,835,340 1,767,495

純資産合計 12,048,455 12,056,526

負債純資産合計 33,600,962 32,600,888
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 21,795,206 23,055,725

売上原価 14,434,469 15,412,888

売上総利益 7,360,736 7,642,836

販売費及び一般管理費 ※1
 6,212,487

※1
 6,686,913

営業利益 1,148,248 955,922

営業外収益

受取利息 8,459 9,863

受取配当金 14,358 19,805

負ののれん償却額 5,379 4,042

持分法による投資利益 50,003 90,388

助成金収入 48,711 －

その他 102,224 150,220

営業外収益合計 229,137 274,320

営業外費用

支払利息 133,286 119,203

為替差損 63,444 172,634

その他 96,050 98,227

営業外費用合計 292,781 390,065

経常利益 1,084,604 840,176

特別利益

固定資産売却益 4,977 61,027

投資有価証券売却益 14,963 －

特別利益合計 19,940 61,027

特別損失

固定資産除却損 1,895 55,851

固定資産売却損 3,701 43,179

投資有価証券評価損 1,960 11,436

出資金評価損 － 4,921

減損損失 － ※2
 36,588

特別損失合計 7,557 151,977

税金等調整前四半期純利益 1,096,988 749,225

法人税等 309,610 154,182

少数株主損益調整前四半期純利益 － 595,043

少数株主利益 133,780 137,679

四半期純利益 653,597 457,363
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 7,601,734 7,500,303

売上原価 5,008,661 5,073,809

売上総利益 2,593,073 2,426,493

販売費及び一般管理費 ※
 2,084,513

※
 2,186,002

営業利益 508,559 240,491

営業外収益

受取利息 2,899 3,743

受取配当金 3,599 4,060

負ののれん償却額 1,793 657

持分法による投資利益 15,891 30,750

助成金収入 15,525 －

その他 33,557 36,470

営業外収益合計 73,266 75,681

営業外費用

支払利息 40,495 40,746

為替差損 44,498 44,314

その他 27,829 31,542

営業外費用合計 112,823 116,603

経常利益 469,002 199,568

特別利益

固定資産売却益 △39 56,543

投資有価証券売却益 △760 －

投資有価証券評価損戻入益 － 1,899

貸倒引当金戻入額 － 576

特別利益合計 △800 59,018

特別損失

固定資産除却損 568 44,621

固定資産売却損 3,701 1,567

出資金評価損 － 45

特別損失合計 4,270 46,234

税金等調整前四半期純利益 463,931 212,353

法人税等 158,758 34,954

少数株主損益調整前四半期純利益 － 177,398

少数株主利益 41,663 34,575

四半期純利益 263,509 142,823
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,096,988 749,225

減価償却費 744,954 771,158

減損損失 － 36,588

負ののれん償却額 △5,379 △4,042

投資有価証券評価損益（△は益） 1,960 11,436

出資金評価損 － 4,921

退職給付引当金の増減額（△は減少） 34,973 △44,993

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △43,470 △169,940

賞与引当金の増減額（△は減少） △117,950 △226,000

貸倒引当金の増減額（△は減少） △814 5,977

受取利息及び受取配当金 △22,818 △29,668

支払利息 133,286 119,203

為替差損益（△は益） △18,220 60,472

持分法による投資損益（△は益） △50,003 △90,388

固定資産処分損益（△は益） 619 38,004

投資有価証券売却損益（△は益） △14,963 －

売上債権の増減額（△は増加） △1,480,204 △891,696

たな卸資産の増減額（△は増加） 403,321 △571,220

仕入債務の増減額（△は減少） 1,604,398 507,892

未払消費税等の増減額（△は減少） 43,116 △78,776

その他 △6,418 △221,168

小計 2,303,375 △23,013

利息及び配当金の受取額 55,419 104,489

利息の支払額 △133,499 △112,963

法人税等の支払額 △149,896 △358,686

営業活動によるキャッシュ・フロー 2,075,398 △390,174

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △178,239 △66,211

定期預金の払戻による収入 178,118 170,912

有形固定資産の取得による支出 △460,439 △1,474,387

有形固定資産の売却による収入 27,304 164,522

投資有価証券の取得による支出 △20,363 △40,442

投資有価証券の売却による収入 20,330 50

その他 35,141 △63,066

投資活動によるキャッシュ・フロー △398,147 △1,308,622
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 29,718,120 28,402,547

短期借入金の返済による支出 △30,910,004 △27,880,984

長期借入れによる収入 1,488,150 1,650,000

長期借入金の返済による支出 △1,707,289 △950,724

配当金の支払額 △238 △263,893

少数株主への配当金の支払額 △60,163 △61,431

自己株式の売却による収入 － 25

自己株式の取得による支出 △206 △1,852

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,471,632 893,685

現金及び現金同等物に係る換算差額 11,552 △103,286

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 217,171 △908,397

現金及び現金同等物の期首残高 2,870,137 3,522,627

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 3,087,309

※
 2,614,230
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 (1)資産除去債務に関する会計基準の適用　

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の

適用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用して

おります。

　これによる損益に与える影響はありません。

　

(2)企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基

準第21号　平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会

計基準第22号　平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基準」の一

部改正」（企業会計基準第23号　平成20年12月26日）、「事業分離等に関する

会計基準」（企業会計基準第７号　平成20年12月26日）、「持分法に関する会

計基準」（企業会計基準第16号　平成20年12月26日公表分）及び「企業結合

会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指

針第10号　平成20年12月26日）を適用しております。

　　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

　

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　前第３四半期連結累計期間において、営業外収益に区分掲記しておりました「助成金収入」は、当第３四半期連結累

計期間では、「その他」に含めております。

　なお、当第３四半期連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は5,099千円であります。

 

　

　
当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

　

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様式

及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第

３四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しております。

　

　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益に区分掲記しておりました「助成金収入」は、当第３四半期連結会

計期間では、「その他」に含めております。

　なお、当第３四半期連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「助成金収入」は2,997千円であります。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定した

ものと著しい変動がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等

を使用して貸倒見積高を算定しております。

２．棚卸資産の評価方法 　当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、

第２四半期連結会計期間末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算

定する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについ

てのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。

３．固定資産の減価償却費の算定方法

　

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額

を期間按分して算出する方法によっております。

４．繰延税金資産及び繰延税金負債の

算定方法　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営

環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められる場合に

は、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっており、前連結会計年度末以降に経営環境等に著し

い変化があるか、または、一時差異等の発生状況に著しい変化が認められた場

合には、前連結会計年度末において使用した将来の業績予測やタックス・プラ

ンニングに当該著しい変化の影響を加味したものを利用する方法によってお

ります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠

く結果となる場合には、法定実効税率を使用する方法によっております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、18,917,143千

円であります。

※１ 有形固定資産の減価償却累計額は、18,917,438千

円であります。

※２ 貸倒引当金2,836千円を直接控除しております。 ※２　 貸倒引当金2,794千円を直接控除しております。

　３ 保証債務 　３ 保証債務

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入

に対し、債務保証を行っております。　

 連結会社以外の会社の金融機関等からの借入

に対し、債務保証を行っております。

 
保証先

保証金額
外貨額
（千）

円換算額
（千円）

徳亜樹脂股フン有限公司
NT$
6,750

18,747　

 
保証先

保証金額
外貨額
（千）

円換算額
（千円）

徳亜樹脂股フン有限公司
NT$
6,750　

　19,805

　

　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。　

※１ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。　

 役員報酬及び給料 1,768,324千円

退職給付引当金繰入額 105,682千円

賞与引当金繰入額 94,223千円

役員退職慰労引当金繰入額 10,950千円

貸倒引当金繰入額 747千円

 役員報酬及び給料 1,944,838千円

賞与引当金繰入額 121,788千円

退職給付引当金繰入額 92,529千円

貸倒引当金繰入額 6,130千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,820千円

　 ＿＿＿＿＿＿＿

　

　

　

　※２ 減損損失

　当第３四半期連結累計期間において、当社グルー

プは以下の資産グループについて減損損失を計上

しました。

場所 用途　 種類　

福井県福井市　操業停止の工場等　建物及び構築物等　

　当社グループは、減損会計の適用に当たって、報

告セグメント（化学品、化粧品）を基礎としてグ

ルーピングし、遊休資産については個々の資産ご

とに、減損の兆候を判定しております。

　当第３四半期連結累計期間において、操業を停止

した工場等に係る建物及び構築物等について遊休

資産にグルーピングを行い、当該資産の帳簿価額

を回収可能価額まで減額し、当該減少額36,588千

円を減損損失として特別損失に計上しました。

　なお、当該資産の回収可能価額は主として使用価

値より測定しており、その価値を零としておりま

す。
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。　

※ 販売費及び一般管理費のうち、主要な費目及び金

額は次のとおりであります。　

 役員報酬及び給料 523,840千円

賞与引当金繰入額 94,223千円

退職給付引当金繰入額 34,485千円

役員退職慰労引当金繰入額 2,850千円

貸倒引当金繰入額 230千円

 役員報酬及び給料 576,802千円

賞与引当金繰入額 121,788千円

退職給付引当金繰入額 31,534千円

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連

結貸借対照表に掲記されている科目の金額との

関係

 （平成21年12月31日現在） （平成22年12月31日現在）

  （千円）

現金及び預金勘定 3,272,522

預入期間が３か月を超える定

期預金
△185,212

現金及び現金同等物 3,087,309

  （千円）

現金及び預金勘定 2,787,727

預入期間が３か月を超える定

期預金
△173,496

現金及び現金同等物 2,614,230

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　

平成22年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　　　　　17,710千株　

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　　　　　 108千株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　　配当金支払額

　

（決議）　
株式の種類

配当金の総額

(千円）

１株あたり

配当額

（円）

基準日 効力発行日 配当の原資

平成22年６月24日

定時株主総会
普通株式 176,064 10平成22年３月31日平成22年６月25日利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 88,011 5平成22年９月30日平成22年12月13日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
工業用薬剤
関連事業
（千円）

化粧品
関連事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 5,751,7521,684,909165,0727,601,734 － 7,601,734

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
4,220 － 7,800 12,020 (12,020) －

計 5,755,9731,684,909172,8727,613,755(12,020)7,601,734

営業利益 446,719 370,298 1,122 818,140(309,580)508,559

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
工業用薬剤
関連事業
（千円）

化粧品
関連事業
（千円）

その他事業
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 16,855,7054,501,439438,06021,795,206 － 21,795,206

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
10,688 － 18,321 29,010 (29,010) －

計 16,866,3944,501,439456,38121,824,216(29,010)21,795,206

営業利益又は営業損失（△） 1,207,696767,245 △5,553 1,969,387(821,139)1,148,248

　（注）１．事業区分は、製品の用途別（工業用、一般消費用）により区分しております。

２．各事業の主な製品

(1）工業用薬剤関連事業…繊維加工用界面活性剤等、紙パルプ工業用界面活性剤等、金属工業用界面活性剤等、

その他工業用界面活性剤等、業務用洗剤等、その他

(2）化粧品関連事業………シャンプー、コンディショナー、ヘアカラー、スタイリング剤、パーマ剤、その他

(3）その他事業……………殺菌剤、消毒剤等
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

北米
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 5,162,7162,147,357291,6607,601,734 － 7,601,734

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
853,135 97,044 19,551 969,731(969,731) －

計 6,015,8512,244,402311,2128,571,466(969,731)7,601,734

営業利益 608,520 199,377 13,403 821,301(312,741)508,559

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
日本
（千円）

東南アジア
（千円）

北米
（千円）

計
（千円）

消去又は全社
（千円）

連結
（千円）

売上高                         

(1）外部顧客に対する売上高 14,511,3046,565,475718,42621,795,206 － 21,795,206

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高
2,494,219259,952 88,9762,843,148(2,843,148) －

計 17,005,5236,825,427807,40324,638,354(2,843,148)21,795,206

営業利益又は営業損失（△） 1,367,636606,714 △98 1,974,251(826,002)1,148,248

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）東南アジア…インドネシア、香港、台湾、タイ、韓国、中国、ベトナム

(2) 北米…………米国

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 東南アジア 北米 その他の地域 計 　

Ⅰ　海外売上高（千円） 2,280,770291,660 195,1672,767,599 　

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 7,601,734 　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
30.0 3.8 2.6 36.4 　

前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 東南アジア 北米 その他の地域 計 　

Ⅰ　海外売上高（千円） 6,928,133725,926 536,7158,190,775 　

Ⅱ　連結売上高（千円） － － － 21,795,206 　

Ⅲ　連結売上高に占める海外売上高

の割合（％）
31.8 3.3 2.5 37.6 　

　（注）１．国又は地域は、地理的近接度により区分しております。

２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。

(1）東南アジア…インドネシア、香港、台湾、タイ、韓国、中国、マレーシア、シンガポール、ベトナム、フィリピ

ン

(2）北米…………米国

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要　

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

　当社は、本社に製品・サービス別に化学品部門と化粧品部門を置き、各部門は、取り扱う製品・サービスに

ついて国内及び海外の包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。

　したがって、当社は、「化学品事業」及び「化粧品事業」の2つを報告セグメントとしております。

「化学品事業」は、繊維加工用薬剤、紙パルプ加工用薬剤、金属加工用薬剤、その他化学品及び業務用洗剤等

の生産・販売を行っており、「化粧品事業」は、シャンプー、コンディショナー等のヘアケア製品、ヘアカ

ラー、スタイリング剤、パーマ剤等の生産・販売を行っております。

　

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）　　　　

　　　（単位：千円）

　

　

報告セグメント　 その他

（注）
合計

化学品 化粧品 計

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高又は

　振替高

　

18,401,760
　

　8,642
　

　

4,421,359
　

　－
　

　

22,823,119
　

　8,642
　

　

232,605
　

　14,938
 

　

23,055,725
　

　23,581
 

計 18,410,402　4,421,35922,831,762　247,54423,079,306

セグメント利益又は損失（△） 　1,135,777　903,193　2,038,970△25,286　 　2,013,683

　

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）　　　　　　

　（単位：千円）

　

　

報告セグメント　 その他

（注）
合計

化学品 化粧品 計

売上高

　外部顧客への売上高

　セグメント間の内部売上高又は

　振替高

　

5,953,088
　

　3,589
　

　

1,469,675
　

　－
　

　

7,422,764
　

　3,589
　

　

77,538
　

　4,433
 

　

7,500,303
　

　8,022
 

計 5,956,677　1,469,6757,426,353　81,9717,508,325

セグメント利益又は損失（△） 　237,037　334,932　571,970△2,389　 　569,580

　（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、医薬品事業等であります。　
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の

主な内容（差異調整に関する事項）　

　　当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント 　2,038,970

　「その他」の区分の利益 　△25,286

　セグメント間取引消去　 　15,811

　のれんの償却額 　1,513

　全社費用（注） 　△1,075,086

　四半期連結損益計算書の営業利益 　955,922

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　 　

 　 当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

利益 金額

　報告セグメント 　571,970

　「その他」の区分の利益 　△2,389

　セグメント間取引消去　 　4,067

　のれんの償却額 　622

　全社費用（注） 　△333,779

　四半期連結損益計算書の営業利益 　240,491

    （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。　

　　

（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

20号　平成20年３月21日）を適用しております。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 580.23円 １株当たり純資産額 584.39円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 37.12円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

１株当たり四半期純利益金額 25.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 653,597 457,363

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 653,597 457,363

期中平均株式数（千株） 17,606 17,603

前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 14.97円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

１株当たり四半期純利益金額 8.11円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に

ついては、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

四半期純利益（千円） 263,509 142,823

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 263,509 142,823

期中平均株式数（千株） 17,606 17,602

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

　

２【その他】

 平成22年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（イ）中間配当による配当金の総額・・・・・・・・88,011千円

（ロ）１株当たりの金額・・・・・・・・・・・・・５円00銭

（ハ）支払い請求の効力発生日及び支払開始日・・・平成22年12月13日

　（注）平成22年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月８日

日華化学株式会社

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　下 　清　司　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中　川　 敏　裕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日華化学株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日華化学株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。  　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月９日

日華化学株式会社

取締役会　御中

有限責任 あずさ監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 坂　下 　清　司　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 中　川　 敏　裕　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている日華化学株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

  当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

  当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、日華化学株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。  　

  会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。　

　　　２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれておりません。　
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